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街なかに響きわたる若者のパワー

思いを込めた衣装を身にまとい
鳴子と音楽、かけ声が響きわたる

世代や性別、国籍をこえた
華麗で豪快なストリートパフォーマンス

街を元気にする若者たちの演舞が
地域に夏の訪れを告げる

６月２日　平塚市内で行われた「第１６回湘南よさこい祭り2019」での『東海大学　響』によるストリートパフォーマンス６月２日　平塚市内で行われた「第１６回湘南よさこい祭り2019」での『東海大学　響』によるストリートパフォーマンス

ご意見・ご感想をお聞かせください

東海大学地域連携センター地域連携課
E-mail：ch i i k i@tsc .u-tokai . ac . jp

地域連携紙「ちえん」についてのご意見・ご感想など、
お気軽にご投稿ください。詳しくは、下記QRコードから
アクセスしWEBサイトをご覧ください。
東海大学地域連携センター地域連携課宛にメールでも
随時受付中。

地域連携紙「ちえん」次号は１０月の発行予定です。

東海大学近隣の自治体の施設、
地元企業、公民館など約60カ所
で本紙「ちえん」を配架中！

本紙「ちえん」の専用ラックを設
置していただける施設やお店を
募集しています。東海大学地域
連携センター地域連携課までお
問い合わせください。
 
TEL：0463-50-2406
E-mail：chiiki@tsc.u-tokai.ac.jp

トコラボシスターズ：大学と地域
をつなぐ２人娘。へび・いんこが
奮闘中！

Facebook
ページ

お申し込み・お問い合わせ

東海大学地域連携センターの「生涯学習講座」を大解剖！
毎回ユニークな講座をピックアップしてその魅力に迫ります。

詳しくは、地域連携センター生涯学習講座の
パンフレットまたはホームページをご覧ください！

http://ext.tokai.ac.jp

神奈川県＆東海大学

ドクターアキヤマと科学をおもいっきり楽しもう！リターンズ
お子様からご年配の方まで、博士と一緒に楽しんで学べるサイエンス実験教室!!

各会場100名（希望者多数の場合は抽選）
参加費無料

生涯学習講座
学びたいときが、まなびどき

会場：湘南キャンパス

兪 仁淑 (ユ インスク) 先生
東海大学国際教育センター
非常勤講師

韓流ドラマや映画を字幕なしで楽しもう！

『韓国語 中級』講座

～様々な場面で使う語彙や文法を学ぶ～

　○○ができるようになりたい！　この先生に教わりたい！　
と明確な目標のある方から、日常の楽しみとしている方まで、さ
まざまな方に受講していただいております。

こんな方にオススメ

●ドラマや映画を字幕なしで観られるようになりたい！！
●韓国文化が好き・興味がある！　韓国語を使って現地の人と交流したい！

『多くの人とともに学ぶことでたくさんの
 新しい「気付き」に出会えました』

受講生のコメント

『講座を受けて学食でランチをして過ごす。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 これが私の週末ルーティンです』

『韓国ドラマの字幕と実際の韓国語の表現の
 違いがわかるようになり、韓国ドラマがより
 一層楽しく観られるようになりました』

　「学び」だけでなく受講されている方々との「つながり」が生
まれることも講座の魅力の一つです。この講座では「言語」にと
どまらず、先生や受講者の方との交流から「食や文化」といった
新しい知識を含めた「等身大の韓国」を知ることができます。

　語学を学ぶことにしり込みせずに韓国語を全身で感じてくだ
さい！！

主　催

定　員

対　象 全年齢（ただし、10歳未満は15歳以上の付き添い要）

TOKAIグローカルフェスタ２０１９ 開催決定 ！

10月19日(土)10:00～16:00(予定)

東海大学地域連携センター

東海大学湘南キャンパス

日　時

主　催

会　場

湘南キャンパスの“富士見通り”を中心に、「TOKAI地域連携デー」として
学部学科・センター等が地域解放イベントを開催

東海大学の地域連携活動の情
報をお届けします！　ちえん
バックナンバーもこちらでご覧い
ただけます。

WEB
サイト

詳細は９月ごろに東海大学地域連携センター
WEBサイト等に掲載予定です。
URL：https://coc.u-tokai.ac.jp

下記URLをご確認の上、往復はがきまたは電子メールで
お申し込みください
URL：http://www.ek.u-tokai.ac.jp/science.html

第9回“ちえん”をつくる人々
平成３０年度神奈川県県西地域大学連携事業
「健康を学ぶ学生が提案するME-BYO改善のための
科学的根拠に基づく食の提案プロジェクト」　　　　　　

日　時
会　場

お申し込み
お問い合わせ

11月24日（日）14：00～16：00
横須賀市文化会館中ホール

12月21日（土）13：00～15：00
東海大学湘南キャンパス18号館



「げしゅくL i fe」では毎回、東海大学に在籍する留学生をご紹介！　日々の暮らしや将来の夢など、留学生たちの思いをインタビューさせてもらいます！
さて、今回ご登場いただく留学生は……？

げしゅくLifeげしゅくLifeげしゅくLifeげしゅくLifeげしゅくLife
International students’International students’

　ベトナム出身のミンさんは、外国語の専門学校で中国語を学んでいました。
親戚が住んでいたことをきっかけに、2014 年 10 月に日本へ留学。新たに日
本語を学ぶことになりましたが、中国語と同じ漢字の文化圏なので比較的覚え
やすかったそうです。「実は小学校から学んできた英語のほうが自信がありま
す！」と堪能な日本語で話します。１年半通った日本語学校の事務員さんが東
海大学の卒業生だったこともあり、以前から興味のあったデザインを勉強する
ために教養学部芸術学科デザイン学課程に進みました。
　最近では、平塚市観光協会が運営するひらつか市民プラザにある、平塚の名
産品などを販売するコーナー「みなくる平塚」のロゴマークや、平塚の地産
地消キャラクター「ベジ太」と「ひらつかタマ三郎」を用いたオリジナルもな
か「ベジタマもなか」を紹介するパンフレットをデザイン。「ロゴマークは平
塚の山と海、そして市民の笑顔をモチーフにデザインしました。パンフレット
は所属する池村明生教授の研究室のみんなと協力し、もなかのイラストを載せ、
手書き風のフォントを使って親しみやすいデザインに仕上げました」と語りま
す。特にパンフレットは制作に１カ月ほどかけたこともあり、完成品を手に取っ

たときはうれしさが込み上げたそうです。
　今後は地域の支援やブランディングの仕事に就きたいと考えているとのこ
と。これからもミンさんの活躍から目が離せません！

将来は、ちえんデザイナー！？ 　デザインを通じて地域ブランディング将来は、ちえんデザイナー！？ 　デザインを通じて地域ブランディング
レ グェット ミンさん ／ Le nguyet minh
（教養学部芸術学科デザイン学課程 4年／出身：ベトナム社会主義共和国
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第９回　“ちえん”をつくる人々

食環境を整え、知らないうちに健康に　
を発着点としたウオーキングイベントを開催する

ことになりました。市内でウオーキングコースを

考案し、その中の一つを歩いて、消費カロリーを

計算して、最後に大雄山店でアジバーグ丼をアレ

ンジしたメニューを食べてもらいます。運動と消

費カロリーに見合った正しい食事を取り入れるこ

とで、より健康に、そして未病改善につながれば

と考えています。

も取り組み、試作を繰り返してアジバーグ丼を完

成させました。コストなどまだまだ課題はありま

すが、私自身にとっても学生にとっても、研究を

実践に生かす貴重な経験になりました。

　近年、栄養改善学会をはじめ生活習慣病にか

かわる各種学会が、人々の食環境をよりよくする

ことが、生活習慣病の予防に有効であると声を

上げています。自宅で料理をする人が食に関する

知識を深め、食環境を改善することは大切です。

しかし、スーパーで売られている中食や外食利用

が増えている現代では、それらの栄養バランス

をよりよくして、利用者が知らないうちに健康に

なるような取り組みも大切なのではないでしょ

うか。

　学生たちにはプロジェクトを通して栄養学の知

識を身につけてもらうことはもちろん、食を選択

する力や健康な食生活を実践する力を身につけ

てほしいと思います。

　今回のプロジェクトの延長線で、今年度は「歩

いて食べてME-BYO改善プログラム」に取り組

みます。南足柄市職員の方が試食販売を見に来て

くれたことがきっかけで、小田原百貨店大雄山店

　日常生活で疲れやすい、風邪をひきやすい、夜

ぐっすり眠れないといった「未病」の改善策に

は、健康にいい「食事」、日常的な「運動」、趣味

や習いごとを通して人と交流する「社会参加」が

挙げられます。私は専門である栄養学の観点か

ら昨年６月にME-BYO改善プロジェクトを立ち

上げ、有志の学生を募りました。当時１年生だっ

た学生たちは栄養学を基礎から学び、未病改善

体験ができる施設「ビオトピア」（神奈川県大井

町）や小田原漁港を訪れて地産地消の知識を深

める一方、生野菜と蒸し野菜の実食試験などに

　ここまでが健康、ここからが病気——人間の体の好不調は明確に区別できるものではなく、健康と病

気の間には体調が連続的に変化する「未病」と呼ばれる状態がある。2018年度に開設された健康学部

健康マネジメント学科の森真理准教授と１期生（現２年生）が未病を改善しようと、小田原百貨店大雄

山店と連携して「ロコモコ風アジバーグ丼！」を開発。２月25日に同店で試食販売を実施した。これ

は、平成30年度神奈川県県西地域大学連携事業の採択を受けて取り組んできたもの。今年度は「歩いて

食べてME-BYO改善プログラム」として同事業の採択を受けている。未病改善を推進する神奈川県と、

小田原百貨店大雄山店の各担当者、森准教授にこれまでの活動内容と今後の展望を聞いた。

　平成 30年度神奈川県県西地域大学連携事業
「健康を学ぶ学生が提案するME-BYO改善のための
  科学的根拠に基づく食の提案プロジェクト」

健康学部健康マネジメント学科　森真理准教授

「ビオトピア」見学

12月26日には、横浜みなとみらいホール大ホールで第58回定期演奏会を開催予定。
詳細は東海大学吹奏楽研究会オフィシャルウェブサイトをご覧ください。
http://suiken.shn.u-tokai.ac.jp/index.html

知って学んで
私たちの周りにあふれる科学

音色を響かせて　スプリングコンサート

　５月４、５日に伊勢原市立科学館で開かれた“私た
ちの周りに多くの科学があることを知って学んでも
らう”ことを目的に「子ども科学館フェスティバル
2019」に東海大学チャレンジセンター「サイエンスコ
ミュニケーター」がブースを出展した。同科学館が子
どもの日に合わせて開催しているもので、サイエン
スコミュニケーターは2013年から毎年参加してい
る。
　今回は、『ブラックウォール』『芳香剤』『スライム』
『マーブリング』の４つのブースを設け、2日間で360
名が来場した。参加した子どもたちは、初めて見る
実験に興味津々の様子で目を輝かせていた。

「ロコモコ風アジバーグ丼！」で未病改善を後押し
歩いて食べて健康を目指す新企画も

「ME-BYO 改善プロジェクト」

伊勢原市の市制施行50周年記念事業
市民ワークショップに協力　教養学部芸術学科デザイン学課程の池村明生

教授のゼミに所属する学生５名が、６月29日に伊
勢原市・中央公民館で開かれたワークショップに
参加した。市制施行50周年のキャッチフレーズと
記念事業のアイデアを市民らとともに考案するも
の。同市と締結している包括連携協定に基づき、こ
れまでにもさまざまな自治体・団体などと連携し
て学生とともに多彩なデザインを作成してきた池
村教授に依頼があり実現した。今後は、市民投票
を経て決定するキャッチフレーズと同市の公式キャ
ラクター「クルリン」を用いたロゴマークの制作に
取り組む。

　東海大学吹奏楽研究会が４月７日に伊勢原市民
文化会館大ホールで「SPRING CONCERT 2019」
を開催し、約650名が来場した。現行の体制での同コ
ンサートは11回行っており、伊勢原市民文化会館で
は５回目の開催となった。ウィンドアンサンブル形式
（座奏）の２部構成で行われ、１部では『鷲が舞うとこ
ろ』などクラシックやコンクール課題曲４曲を、２部で
は『交響組曲パイレーツ・オブ・カリビアン』などの映
画音楽を演奏。総勢86名による圧巻の演奏で来場者
を楽しませた。

実際に販売されたロコモコ風
アジバーグ丼！

小田原百貨店大雄山店で実施した試食販売の様子

ちえんVol.9ー② ちえんVol.9ー⑦



「販売者」と「消費者」の立場をこえて、一緒に「健康」を考える空間

横浜や鎌倉だけじゃない！　県西の魅力を広めるきっかけに

課題を解決し、さらに多くの商品化を

　イベントでは、１年生のフレッシュさがありな

がら、さまざまな専門知識を身につけていること

に驚きました。「野菜はゆでるより蒸す方が栄養

価がアップする」と聞いてからは、私も自宅でよ

く蒸しています（笑）。

　今年度取り組む「歩いて食べて ME-BYO プロ

グラム」では、そんな学生の皆さんと一緒に南足

柄市でウオーキングコースを考案し、「運動」の観

点からも未病改善にアプローチします。低栄養・

運動不足に悩む若い世代から足腰が弱っている

年配の方まで、幅広い年齢層がターゲット。短い

距離と長い距離の２コースを検討しています。

　また、コース周辺の観光スポットも紹介したい

と考えています。神奈川といえば横浜や鎌倉の地

名度が高いですが、おいしいアジが獲れる小田原

港や、温泉街の箱根町には若い世代の観光客が増

えていますし、小田急線や東海道線が通っていて

アクセスもいい。都心から日帰りで来られる距離

に、非日常を味わえる空間があります。

　２市８町の県西地域には大学が多くないので、

東海大学にはさまざまな形で地域活性化に協力

していただいていることにとても感謝していま

す。県内には卒業生も多く、記者発表で「東海大

と連携してこういう取り組みをしています」と紹

介すると広報効果が大きいように感じますし、実

際に小田原百貨店でも地元の人から人気を集め

ていました。

ことはとてもありがたいです。

　今後も東海大学の研究成果や先生、学生さんの

力を生かしてさまざまなレシピを提供してもら

い、互いに意見を出し合い、コストや手間といった

課題を解決しながら、よりよい健康的な商品をお

客さまに届けていきたいと思います。

は、栄養価がきちんと考えられていることにまず

驚きました。試食販売を行った際には、学生さん

が店頭に立ってくれたこともあり、多くのお客さ

まに大変喜んでいただけました。中には「次はい

つやるの？」と声をかけてくださる方もいて、今

後への期待が高まりました。

　課題となったのは製造に時間がかかることと原

料コストが高かったことです。弊社はメーカーか

ら主に半加工品を買いつけているので、素材を

切って、焼いて、蒸してという工程を店舗で行う

ことは少なく、製造工程の面からも今後に向けて

改善しなければならないと思います。レシピにあ

う製品をメーカーに作ってもらう、またはすでに

あるメニューを活用する、というのも解決策の一

つではないでしょうか。

　食品衛生法では細かな成分表示が義務化されて

いますが、それをきちんと理解して買い物ができ

るだけの知識を持っている人は少ないように感じ

ています。私たちもどのように伝えていけばいい

のかと考えていたところでしたから、東海大学の

皆さんが健康にいいレシピを提供してくださった

　惣菜バイヤーとして、メーカーから原材料、半

加工品を買いつけ、彩りや原価を考えながら弁当

の品ぞろえを決めるのが私の仕事です。今回、森

先生と学生さんたちが開発したレシピを見たとき

学生たちと話し合う高原さん（左から３人目）

神奈川県県西地域県政総合センター企画調整部企画調整課長　
夏目雅子さん

神奈川県県西地域県政総合センター企画調整部主査　田中一登さん

小田原百貨店　商品本部惣菜バイヤー　高原昭彦さん

平塚市、秦野市、伊勢原市の３市（つか・の・はら)において
実施された大学と地域の連携活動をご紹介します。

英語で笑おう！～Rakugo in English～英語落語会

学生が「みなくる平塚」の
ロゴマークをデザイン

「第 41回子どもまつり」に
スポーツブースを出展

ヨーロッパの文化を紹介
体験型ワークショップ

高齢者とスポーツで交流「ノルディックウォーキング教室」

図書館で本探し　子どもたちと交流

　教養学部芸術学科デザイン学課程４年のレ グェッ
ト ミンさん＝７面に関連記事＝が、平塚市民プラザ
にある平塚市観光協会の物販コーナー「みなくる平
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今年２月から制作をはじめ、協会職員らとの協議を
重ねて完成した。ロゴマークは「みなくる平塚」の看板
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　グローバル推進本部が４月18日に湘南キャン
パスでGlobal Citizenship Seminar #21を開
いた。キャンパスの国際化を目的に、全編英語で
講演するもの。今回は「英語で笑おう！～
Rakugo in English～英語落語会」と題し、カ
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　東海大学チャレンジセンター「スポーツ社会貢献プ
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験のブースを出展しており、今回で９回目の参加となっ
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名探偵～」を実施した。子どもたちに図書館での本
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　ちょっと疲れたな、体調がすぐれないな……と

いう「未病」の状態の人がリフレッシュしに来る
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コーナーを設けるなど未病改善に関心が高く、そこ

に森先生の熱い思いと学生の皆さんの前向きな姿勢

が合わさって成功した企画だと感じています。
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イベント当日は、適塩チェックコーナーのブースを設けた
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秦野市出身、秦野市在住

東海大学政治経済学部卒業

趣味は畑仕事、ゴルフ趣味は畑仕事、ゴルフ

　2017年３月に定年退職を迎えるまで 42

年間、札幌に勤務していた６年を除き、

長年秦野市に暮らしながら東海大に勤

務。学務局大学課、理事長室広報課、国

際部次長などを歴任し、教育支援セン

ター次長として大学人の職歴を終える。

※部署名は当時

湘南キャンパス周辺で地域貢献活動に積極的に取り組む、東海大学の教職員・元教職員にスポットを
当て、“地域人”としての素顔をご紹介！

買物困難者を支える
「とちくぼ買い物クラブ」を運営する
秦野市栃窪自治会副会長

関野 辰夫さん

「地域のスーパーや福祉施設の協力に
感謝しています。行政に頼るだけでなく、
地域人として一歩を踏み出す勇気が必要
だと強く感じています」と、同クラブの活
動を振り返る関野さん。大学で働いてい
たときの広い視野・視点は、地域の課
題解決においても生かされています。

関野さんは現在、秦野市栃窪自治会の
副会長を務め、「とちくぼ買い物クラブ」
の運営に携わっています。行政の方 と々
の懇談会に参加した際に、秦野市西地
区自治会連合会から買物困難者の対応
について提案されたことをきっかけに、
秦野市や地域住民とともに協力しなが
ら、毎週水曜日に市から借りたワンボッ
クスカーで希望する住民の買い物の送迎
をするという同クラブの試行を開始しま
した。

買い物をする場所の選定や予約方法、
ドライバーの手配など、細かな仕組みの
整備にも尽力。試験的に始まった同クラ
ブの活動は、３カ月間の試行期間を経
た後も、地元福祉施設から車の無償貸
し出しの申し出を受けるなど、支援の輪
が広がっています。

－教職員による地域貢献－

Close up!

Profile

お買い物にお困りの方は
ぜひご利用ください！

「とちくぼ買い物クラブ」の利用者たち（左）と関野さん（右）

このマグネット、
実はへびが作りました！　　

 

　毎年「湘南よさこい祭り」と 12 月の「湘南ひらつ
かスターライトフェスティバル」に出演しているため、
チームの１年間の活動が平塚で始まり平塚で終わって
います。自分は今年で引退ですが、これからも地元
の方 に々親しまれるチームになるよう、引き継いでいき
たいと思います！
　　

よさこいダンスチーム「東海大学　響」
代表　月村峻也さん
（理学部情報数理学科３年）

よさこいダンスチーム「東海大学　響」
代表　月村峻也さん
（理学部情報数理学科３年）

一般社団法人 平塚市観光協会
第16回湘南よさこい祭り2019
実行委員会　実行委員長　辻博さん　

一般社団法人 平塚市観光協会
第16回湘南よさこい祭り2019
実行委員会　実行委員長　辻博さん　

－－これから祭りをどのようにしていきたいですか？
　地域の人が積極的に運営に携わることが大事です
ね。今回で 16 回目を迎えましたが、自分たちの手で
祭りを作っていくことが、長く続く秘訣と考えています。
これからもっと皆さんから愛される祭りになるように頑
張りたいと思います。　　　　　　　　　　　　

＃01 湘南よさこい祭り

このコーナーでは、東海大生が地域のお祭りやイベントなどで活躍している様子を紹介していきます。
今年で16回目を迎える「湘南よさこい祭り」は、東海大学公認サークル「よさこいダンスチーム『東海大学　響』」が出演しています。今回は、祭りの実行委員長の
辻博さんと、チーム代表の月村峻也さんにインタビューしました！！

　2004 年に地域の活性化のために始めました。今年
で 16 回目の開催となりましたが、始めた当初に比べ
て規模が大きくなり、盛り上がりも増しています。また、
2011 年に東日本大震災で世間が祭りを自粛していく
中、『助け合おう！日本』をスローガンに、東北を応援
しようという目的で続けています。毎年、運営費用の一
部を一般財団法人あしなが育英会に寄付しています。

－－『響』の出演に地域の人から反響はありましたか？
　『東海大学　響』という名前が出るとやはり声援が
大きいですね。地域の祭りとして全体を盛り上げてい
る存在です。若くて生き生きした学生団体の演舞に
は、見ている側も元気をもらいます。参加チーム全体
の見本になっていると思います。

－－東海大学に期待していることは？
　よさこいチームだけでなく、ボランティアサークルな
ども大歓迎です！　地域のお祭りに参加してくれること
で市民も愛着がわくでしょうし、学生さんの教育的な
意味でもよい経験になると思います。ぜひ、お待ちし
ています！

－－「湘南よさこい祭り」に参加したきっかけは？
　チームは結成して13 年目になるのですが、「湘南よ
さこい祭り」には過去 10 年以上参加しています。最
初は北海道の大きなイベント「YOSAKOI ソーラン
祭り」に出場するのが目的でしたが、地元にもよさこ
い祭りがあると知って先輩方が参加し始めたと聞いて
います。そこから毎年出演してきた結果、『東海大学
　響』の名前が徐々に広まり、ファンとして応援して
くださる方も増えてとてもうれしいです。

　この「湘南よさこい祭り」に向けては、演舞の構
成や練習に８カ月ほどかけ、ようやく披露できました。
沿道から地元の方々の「頑張れ！」という声援が聞
こえて勇気をもらいました。また、「響応援してるよ」
と声をかけていただき、とてもうれしかったです。毎
年演舞し続けてよかったと、しみじみ感じています。

－－「湘南よさこい祭り」を始めるきっかけは何でしたか？

－－今後は地域とどのようにかかわっていきたいですか？

－－今年「湘南よさこい祭り」に出演してみてどうでしたか？
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こえて勇気をもらいました。また、「響応援してるよ」
と声をかけていただき、とてもうれしかったです。毎
年演舞し続けてよかったと、しみじみ感じています。

－－「湘南よさこい祭り」を始めるきっかけは何でしたか？

－－今後は地域とどのようにかかわっていきたいですか？

－－今年「湘南よさこい祭り」に出演してみてどうでしたか？

ちえんVol.9ー④ ちえんVol.9ー⑤



「販売者」と「消費者」の立場をこえて、一緒に「健康」を考える空間

横浜や鎌倉だけじゃない！　県西の魅力を広めるきっかけに

課題を解決し、さらに多くの商品化を

　イベントでは、１年生のフレッシュさがありな

がら、さまざまな専門知識を身につけていること

に驚きました。「野菜はゆでるより蒸す方が栄養

価がアップする」と聞いてからは、私も自宅でよ

く蒸しています（笑）。

　今年度取り組む「歩いて食べて ME-BYO プロ

グラム」では、そんな学生の皆さんと一緒に南足

柄市でウオーキングコースを考案し、「運動」の観

点からも未病改善にアプローチします。低栄養・

運動不足に悩む若い世代から足腰が弱っている

年配の方まで、幅広い年齢層がターゲット。短い

距離と長い距離の２コースを検討しています。

　また、コース周辺の観光スポットも紹介したい

と考えています。神奈川といえば横浜や鎌倉の地

名度が高いですが、おいしいアジが獲れる小田原

港や、温泉街の箱根町には若い世代の観光客が増

えていますし、小田急線や東海道線が通っていて

アクセスもいい。都心から日帰りで来られる距離

に、非日常を味わえる空間があります。

　２市８町の県西地域には大学が多くないので、

東海大学にはさまざまな形で地域活性化に協力

していただいていることにとても感謝していま

す。県内には卒業生も多く、記者発表で「東海大

と連携してこういう取り組みをしています」と紹

介すると広報効果が大きいように感じますし、実

際に小田原百貨店でも地元の人から人気を集め

ていました。

ことはとてもありがたいです。

　今後も東海大学の研究成果や先生、学生さんの

力を生かしてさまざまなレシピを提供してもら

い、互いに意見を出し合い、コストや手間といった

課題を解決しながら、よりよい健康的な商品をお

客さまに届けていきたいと思います。

は、栄養価がきちんと考えられていることにまず

驚きました。試食販売を行った際には、学生さん

が店頭に立ってくれたこともあり、多くのお客さ

まに大変喜んでいただけました。中には「次はい

つやるの？」と声をかけてくださる方もいて、今

後への期待が高まりました。

　課題となったのは製造に時間がかかることと原

料コストが高かったことです。弊社はメーカーか

ら主に半加工品を買いつけているので、素材を

切って、焼いて、蒸してという工程を店舗で行う

ことは少なく、製造工程の面からも今後に向けて

改善しなければならないと思います。レシピにあ

う製品をメーカーに作ってもらう、またはすでに

あるメニューを活用する、というのも解決策の一

つではないでしょうか。

　食品衛生法では細かな成分表示が義務化されて

いますが、それをきちんと理解して買い物ができ

るだけの知識を持っている人は少ないように感じ

ています。私たちもどのように伝えていけばいい

のかと考えていたところでしたから、東海大学の

皆さんが健康にいいレシピを提供してくださった

　惣菜バイヤーとして、メーカーから原材料、半

加工品を買いつけ、彩りや原価を考えながら弁当

の品ぞろえを決めるのが私の仕事です。今回、森

先生と学生さんたちが開発したレシピを見たとき

学生たちと話し合う高原さん（左から３人目）

神奈川県県西地域県政総合センター企画調整部企画調整課長　
夏目雅子さん

神奈川県県西地域県政総合センター企画調整部主査　田中一登さん

小田原百貨店　商品本部惣菜バイヤー　高原昭彦さん

平塚市、秦野市、伊勢原市の３市（つか・の・はら)において
実施された大学と地域の連携活動をご紹介します。

英語で笑おう！～Rakugo in English～英語落語会

学生が「みなくる平塚」の
ロゴマークをデザイン

「第 41回子どもまつり」に
スポーツブースを出展

ヨーロッパの文化を紹介
体験型ワークショップ

高齢者とスポーツで交流「ノルディックウォーキング教室」

図書館で本探し　子どもたちと交流

　教養学部芸術学科デザイン学課程４年のレ グェッ
ト ミンさん＝７面に関連記事＝が、平塚市民プラザ
にある平塚市観光協会の物販コーナー「みなくる平
塚」のロゴマークをデザインした。同課程の池村明生
教授が観光協会から依頼を受けて取り組んだもの
で、池村ゼミに所属するミンさんがデザインを担当。
今年２月から制作をはじめ、協会職員らとの協議を
重ねて完成した。ロゴマークは「みなくる平塚」の看板
や商品を入れる袋に活用されている。

　グローバル推進本部が４月18日に湘南キャン
パスでGlobal Citizenship Seminar #21を開
いた。キャンパスの国際化を目的に、全編英語で
講演するもの。今回は「英語で笑おう！～
Rakugo in English～英語落語会」と題し、カ
ナダ出身の落語家である桂福龍さんが講師を務
め、学生や地域住民らが多数詰めかけた。軽快
な出ばやしに乗ってブラウンヘアに青い瞳、着流
しに羽織姿の福龍さんが登場し、２つ噺（はな
し）を含めて約１時間、熟達の話芸を披露した。

　東海大学チャレンジセンター「スポーツ社会貢献プ
ロジェクト」が５月５日の「こどもの日」に秦野市カル
チャーパークで開かれた「第41回子どもまつり」に協
力した。スポーツの楽しさを感じてもらい、家族間のコ
ミュニケーションを促進することを目的にスポーツ体
験のブースを出展しており、今回で９回目の参加となっ
た。当日は、水無川河川敷に天高く鯉のぼりがあげら
れ、1,582名が同プロジェクトのブースに来場。鬼が投
げるフリスビーに当たらないようにコートの端から端ま
で走るゲーム『ろくむし』など、５つの企画を実施。こ
のほかにも『３色鬼ごっこ』『パラバルーン』を行い、
来場者を楽しませた。

　東海大学チャレンジセンター「Connect」が５月
２日に秦野市立図書館で「本を探せ！～めざせ本の
名探偵～」を実施した。子どもたちに図書館での本
の探し方・マナー・施設の使い方を学んでもらい、本
に愛着を持ってもらうことを目的としたもので、今回
で５回目の開催となった。
　当日は秦野市・平塚市に住む小学生16名が参加。４
つのグループに分かれ、『本探しゲーム』を実施し
た。ゲーム終了後には、ブックカバーを制作。自分の
好きな色の画用紙を選び、絵を描いたり切り絵を貼っ
たりと、思い思いに装飾してオリジナルブックカバー
を完成させた。

　東海大学チャレンジセンター「スポーツ社会貢献
プロジェクト」が５月11日と６月 1日に平塚市西部
福祉会館で、「ノルディックウォーキング教室」を実施
した。 “ ウォーキングを通じた平塚市在住の高齢者
との交流 ” を目的としたもので、６０歳以上の平塚
市民が多く参加。 ポールを使用した準備体操をした
あと、プロジェクトメンバーが歩き方のコツを指導し
ながら約２時間かけて平塚市内を歩いた。 また休憩
時間には参加者と簡易ゲームを行い、交流を深めた。

　東海大学チャレンジセンター「Tokai International 
Communication Club」が３月３日に秦野市立南公民
館で、秦野市に住む小学生とその保護者を対象に「ヨー
ロッパを知ろう！～イギリス・フランス・ドイツってどんな
国？～」を開催した。16回目となる今回は「ヨーロッパ」が
テーマ。イギリス・フランス・ドイツの３カ国のブースを展
開し、同じヨーロッパでも文化や習慣がどのように異な
るのかを紹介。各ブースでは、子どもたちが楽しみながら
学べる体験型のワークショップを行った。　 

　ちょっと疲れたな、体調がすぐれないな……と

いう「未病」の状態の人がリフレッシュしに来る

きっかけになることを期待しています。

　大学が自治体と連携し、学生の提案を形にする事

例は数多くありますが、販売にまでつながるのはま

れなことです。小田原百貨店は以前から健康診断

コーナーを設けるなど未病改善に関心が高く、そこ

に森先生の熱い思いと学生の皆さんの前向きな姿勢

が合わさって成功した企画だと感じています。

　「ロコモコ風アジバーグ丼！」は、とてもおいしく

盛りつけもきれいで、お客さんからも大好評でした

ね。日々の食事の適塩をチェックするコーナーでは、

学生から「味噌汁に豆乳を入れるとコクが出て、塩分

控えめでもおいしいですよ」とアドバイスを聞き、

「うちでもやってみよう」と、そのまま豆乳を購入し

たお客さんもいました。

　また、東海大学の卒業生や関係者が客として売り

場に集まって盛り上がる場面もあり、地域に根差し

ている大学だとあらためて感じました。そうしたつ

ながりがあると、お客さんが学生の話を親身に聞い

てくれる。「販売者」と「消費者」という立場をこえて、

同じ方向を向いて一緒に健康を考えていこうという

空間になっていましたね。

　地域を盛り上げるためのさまざまな企画がある中

で、我々は最初の一歩の背中を押すことはできるけ

れど、ずっと押し続けることは難しいのが現実です。

残念ながら１回きりで終わってしまう企画もある

中、健康学部との連携は今年度の新しいプログラム

につながりました。市民の方々に浸透させるには継

続して活動することが第一なので、どんどんバー

ジョンアップしていってもらいたいですね。

専門知識をもとに食に関するアドバイスをする学生たち

イベント当日は、適塩チェックコーナーのブースを設けた
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「げしゅくL i fe」では毎回、東海大学に在籍する留学生をご紹介！　日々の暮らしや将来の夢など、留学生たちの思いをインタビューさせてもらいます！
さて、今回ご登場いただく留学生は……？

げしゅくLifeげしゅくLifeげしゅくLifeげしゅくLifeげしゅくLife
International students’International students’

　ベトナム出身のミンさんは、外国語の専門学校で中国語を学んでいました。
親戚が住んでいたことをきっかけに、2014 年 10 月に日本へ留学。新たに日
本語を学ぶことになりましたが、中国語と同じ漢字の文化圏なので比較的覚え
やすかったそうです。「実は小学校から学んできた英語のほうが自信がありま
す！」と堪能な日本語で話します。１年半通った日本語学校の事務員さんが東
海大学の卒業生だったこともあり、以前から興味のあったデザインを勉強する
ために教養学部芸術学科デザイン学課程に進みました。
　最近では、平塚市観光協会が運営するひらつか市民プラザにある、平塚の名
産品などを販売するコーナー「みなくる平塚」のロゴマークや、平塚の地産
地消キャラクター「ベジ太」と「ひらつかタマ三郎」を用いたオリジナルもな
か「ベジタマもなか」を紹介するパンフレットをデザイン。「ロゴマークは平
塚の山と海、そして市民の笑顔をモチーフにデザインしました。パンフレット
は所属する池村明生教授の研究室のみんなと協力し、もなかのイラストを載せ、
手書き風のフォントを使って親しみやすいデザインに仕上げました」と語りま
す。特にパンフレットは制作に１カ月ほどかけたこともあり、完成品を手に取っ

たときはうれしさが込み上げたそうです。
　今後は地域の支援やブランディングの仕事に就きたいと考えているとのこ
と。これからもミンさんの活躍から目が離せません！

将来は、ちえんデザイナー！？ 　デザインを通じて地域ブランディング将来は、ちえんデザイナー！？ 　デザインを通じて地域ブランディング
レ グェット ミンさん ／ Le nguyet minh
（教養学部芸術学科デザイン学課程 4年／出身：ベトナム社会主義共和国
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第９回　“ちえん”をつくる人々

食環境を整え、知らないうちに健康に　
を発着点としたウオーキングイベントを開催する

ことになりました。市内でウオーキングコースを

考案し、その中の一つを歩いて、消費カロリーを

計算して、最後に大雄山店でアジバーグ丼をアレ

ンジしたメニューを食べてもらいます。運動と消

費カロリーに見合った正しい食事を取り入れるこ

とで、より健康に、そして未病改善につながれば

と考えています。

も取り組み、試作を繰り返してアジバーグ丼を完

成させました。コストなどまだまだ課題はありま

すが、私自身にとっても学生にとっても、研究を

実践に生かす貴重な経験になりました。

　近年、栄養改善学会をはじめ生活習慣病にか

かわる各種学会が、人々の食環境をよりよくする

ことが、生活習慣病の予防に有効であると声を

上げています。自宅で料理をする人が食に関する

知識を深め、食環境を改善することは大切です。

しかし、スーパーで売られている中食や外食利用

が増えている現代では、それらの栄養バランス

をよりよくして、利用者が知らないうちに健康に

なるような取り組みも大切なのではないでしょ

うか。

　学生たちにはプロジェクトを通して栄養学の知

識を身につけてもらうことはもちろん、食を選択

する力や健康な食生活を実践する力を身につけ

てほしいと思います。

　今回のプロジェクトの延長線で、今年度は「歩

いて食べてME-BYO改善プログラム」に取り組

みます。南足柄市職員の方が試食販売を見に来て

くれたことがきっかけで、小田原百貨店大雄山店

　日常生活で疲れやすい、風邪をひきやすい、夜

ぐっすり眠れないといった「未病」の改善策に

は、健康にいい「食事」、日常的な「運動」、趣味

や習いごとを通して人と交流する「社会参加」が

挙げられます。私は専門である栄養学の観点か

ら昨年６月にME-BYO改善プロジェクトを立ち

上げ、有志の学生を募りました。当時１年生だっ

た学生たちは栄養学を基礎から学び、未病改善

体験ができる施設「ビオトピア」（神奈川県大井

町）や小田原漁港を訪れて地産地消の知識を深

める一方、生野菜と蒸し野菜の実食試験などに

　ここまでが健康、ここからが病気——人間の体の好不調は明確に区別できるものではなく、健康と病

気の間には体調が連続的に変化する「未病」と呼ばれる状態がある。2018年度に開設された健康学部

健康マネジメント学科の森真理准教授と１期生（現２年生）が未病を改善しようと、小田原百貨店大雄

山店と連携して「ロコモコ風アジバーグ丼！」を開発。２月25日に同店で試食販売を実施した。これ

は、平成30年度神奈川県県西地域大学連携事業の採択を受けて取り組んできたもの。今年度は「歩いて

食べてME-BYO改善プログラム」として同事業の採択を受けている。未病改善を推進する神奈川県と、

小田原百貨店大雄山店の各担当者、森准教授にこれまでの活動内容と今後の展望を聞いた。

　平成 30年度神奈川県県西地域大学連携事業
「健康を学ぶ学生が提案するME-BYO改善のための
  科学的根拠に基づく食の提案プロジェクト」

健康学部健康マネジメント学科　森真理准教授

「ビオトピア」見学

12月26日には、横浜みなとみらいホール大ホールで第58回定期演奏会を開催予定。
詳細は東海大学吹奏楽研究会オフィシャルウェブサイトをご覧ください。
http://suiken.shn.u-tokai.ac.jp/index.html

知って学んで
私たちの周りにあふれる科学

音色を響かせて　スプリングコンサート

　５月４、５日に伊勢原市立科学館で開かれた“私た
ちの周りに多くの科学があることを知って学んでも
らう”ことを目的に「子ども科学館フェスティバル
2019」に東海大学チャレンジセンター「サイエンスコ
ミュニケーター」がブースを出展した。同科学館が子
どもの日に合わせて開催しているもので、サイエン
スコミュニケーターは2013年から毎年参加してい
る。
　今回は、『ブラックウォール』『芳香剤』『スライム』
『マーブリング』の４つのブースを設け、2日間で360
名が来場した。参加した子どもたちは、初めて見る
実験に興味津々の様子で目を輝かせていた。

「ロコモコ風アジバーグ丼！」で未病改善を後押し
歩いて食べて健康を目指す新企画も

「ME-BYO 改善プロジェクト」

伊勢原市の市制施行50周年記念事業
市民ワークショップに協力　教養学部芸術学科デザイン学課程の池村明生

教授のゼミに所属する学生５名が、６月29日に伊
勢原市・中央公民館で開かれたワークショップに
参加した。市制施行50周年のキャッチフレーズと
記念事業のアイデアを市民らとともに考案するも
の。同市と締結している包括連携協定に基づき、こ
れまでにもさまざまな自治体・団体などと連携し
て学生とともに多彩なデザインを作成してきた池
村教授に依頼があり実現した。今後は、市民投票
を経て決定するキャッチフレーズと同市の公式キャ
ラクター「クルリン」を用いたロゴマークの制作に
取り組む。

　東海大学吹奏楽研究会が４月７日に伊勢原市民
文化会館大ホールで「SPRING CONCERT 2019」
を開催し、約650名が来場した。現行の体制での同コ
ンサートは11回行っており、伊勢原市民文化会館で
は５回目の開催となった。ウィンドアンサンブル形式
（座奏）の２部構成で行われ、１部では『鷲が舞うとこ
ろ』などクラシックやコンクール課題曲４曲を、２部で
は『交響組曲パイレーツ・オブ・カリビアン』などの映
画音楽を演奏。総勢86名による圧巻の演奏で来場者
を楽しませた。

実際に販売されたロコモコ風
アジバーグ丼！

小田原百貨店大雄山店で実施した試食販売の様子
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International Students’ げしゅくLife
将来は、ちえんデザイナー！？　デザインを通じて地域ブランディング

学生４コマ漫画 I・MA・DO・KI

つかのはら通信
大学と地域の連携活動をご紹介

大学から地域へ
教職員による地域貢献

学びたいときが、まなびどき　生涯学習講座
「韓国語　中級」講座

地まつり探訪記
＃０１　湘南よさこい祭り　　

Information

Vol.9

街なかに響きわたる若者のパワー

思いを込めた衣装を身にまとい
鳴子と音楽、かけ声が響きわたる

世代や性別、国籍をこえた
華麗で豪快なストリートパフォーマンス

街を元気にする若者たちの演舞が
地域に夏の訪れを告げる

６月２日　平塚市内で行われた「第１６回湘南よさこい祭り2019」での『東海大学　響』によるストリートパフォーマンス６月２日　平塚市内で行われた「第１６回湘南よさこい祭り2019」での『東海大学　響』によるストリートパフォーマンス

ご意見・ご感想をお聞かせください

東海大学地域連携センター地域連携課
E-mail：ch i i k i@tsc .u-tokai . ac . jp

地域連携紙「ちえん」についてのご意見・ご感想など、
お気軽にご投稿ください。詳しくは、下記QRコードから
アクセスしWEBサイトをご覧ください。
東海大学地域連携センター地域連携課宛にメールでも
随時受付中。

地域連携紙「ちえん」次号は１０月の発行予定です。

東海大学近隣の自治体の施設、
地元企業、公民館など約60カ所
で本紙「ちえん」を配架中！

本紙「ちえん」の専用ラックを設
置していただける施設やお店を
募集しています。東海大学地域
連携センター地域連携課までお
問い合わせください。
 
TEL：0463-50-2406
E-mail：chiiki@tsc.u-tokai.ac.jp

トコラボシスターズ：大学と地域
をつなぐ２人娘。へび・いんこが
奮闘中！

Facebook
ページ

お申し込み・お問い合わせ

東海大学地域連携センターの「生涯学習講座」を大解剖！
毎回ユニークな講座をピックアップしてその魅力に迫ります。

詳しくは、地域連携センター生涯学習講座の
パンフレットまたはホームページをご覧ください！

http://ext.tokai.ac.jp

神奈川県＆東海大学

ドクターアキヤマと科学をおもいっきり楽しもう！リターンズ
お子様からご年配の方まで、博士と一緒に楽しんで学べるサイエンス実験教室!!

各会場100名（希望者多数の場合は抽選）
参加費無料

生涯学習講座
学びたいときが、まなびどき

会場：湘南キャンパス

兪 仁淑 (ユ インスク) 先生
東海大学国際教育センター
非常勤講師

韓流ドラマや映画を字幕なしで楽しもう！

『韓国語 中級』講座

～様々な場面で使う語彙や文法を学ぶ～

　○○ができるようになりたい！　この先生に教わりたい！　
と明確な目標のある方から、日常の楽しみとしている方まで、さ
まざまな方に受講していただいております。

こんな方にオススメ

●ドラマや映画を字幕なしで観られるようになりたい！！
●韓国文化が好き・興味がある！　韓国語を使って現地の人と交流したい！

『多くの人とともに学ぶことでたくさんの
 新しい「気付き」に出会えました』

受講生のコメント

『講座を受けて学食でランチをして過ごす。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 これが私の週末ルーティンです』

『韓国ドラマの字幕と実際の韓国語の表現の
 違いがわかるようになり、韓国ドラマがより
 一層楽しく観られるようになりました』

　「学び」だけでなく受講されている方々との「つながり」が生
まれることも講座の魅力の一つです。この講座では「言語」にと
どまらず、先生や受講者の方との交流から「食や文化」といった
新しい知識を含めた「等身大の韓国」を知ることができます。

　語学を学ぶことにしり込みせずに韓国語を全身で感じてくだ
さい！！

主　催

定　員

対　象 全年齢（ただし、10歳未満は15歳以上の付き添い要）

TOKAIグローカルフェスタ２０１９ 開催決定 ！

10月19日(土)10:00～16:00(予定)

東海大学地域連携センター

東海大学湘南キャンパス

日　時

主　催

会　場

湘南キャンパスの“富士見通り”を中心に、「TOKAI地域連携デー」として
学部学科・センター等が地域解放イベントを開催

東海大学の地域連携活動の情
報をお届けします！　ちえん
バックナンバーもこちらでご覧い
ただけます。

WEB
サイト

詳細は９月ごろに東海大学地域連携センター
WEBサイト等に掲載予定です。
URL：https://coc.u-tokai.ac.jp

下記URLをご確認の上、往復はがきまたは電子メールで
お申し込みください
URL：http://www.ek.u-tokai.ac.jp/science.html

第9回“ちえん”をつくる人々
平成３０年度神奈川県県西地域大学連携事業
「健康を学ぶ学生が提案するME-BYO改善のための
科学的根拠に基づく食の提案プロジェクト」　　　　　　

日　時
会　場

お申し込み
お問い合わせ

11月24日（日）14：00～16：00
横須賀市文化会館中ホール

12月21日（土）13：00～15：00
東海大学湘南キャンパス18号館




